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１ 推進体制について 

食育は幅広い分野に関わるため、各種施策を推進していくには、多様な関係者が

一体となって取り組んでいくことが必要です。子どもや家庭を中心にして、保育所

（園）、幼稚園、学校、生産者など、食に関わるあらゆる関係機関・団体等が連携

して食育の推進に取り組んでいきます。 

このため、「千葉市食育推進協議会」を中心に施策の総合的かつ計画的な推進を

図るとともに、目標の達成状況を適切に把握し、行政関係者だけではなく、広く市

民に公表していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画の進行管理と評価 

本計画の施策を効果的に推進していくため、アンケート調査等により達成状況を

把握したうえでその効果等を評価し、「千葉市食育推進協議会」において定期的に

検討します。 

また、その結果を市民に明らかにするとともに、これを踏まえた施策の見直しと

改善に努めます。 

本計画は、食育基本法の基本理念と方向性に従い、作成時点での諸情勢を踏まえ

て作成したものです。しかし、国内外の社会経済情勢とともに、今後、食育をめぐ

る諸情勢も大きく変化することが考えられるほか、目標の達成状況や施策の推進状

況等によっても、基本計画の見直しが必要となることもあります。 

このため、本計画では、計画期間終了前であっても、必要に応じて見直しを検討

するなど、柔軟に対応していきます。 

子ども 
(家庭) 

市 民 

保健医療 

関係機関・団体

ボランティア 

地域組織 

大学等 

行政 
 

マスメディア

食品関連 

事業者 

 
生産者 

千 葉 市 食 育 推 進 協 議 会
計画策定・推進・評価・見直し 

保育所(園) 

幼稚園・学校
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3 数値目標 

食育を市民運動として推進するためには、行政機関だけでなく多くの関係者の理

解のもと共通の目標を掲げ、その達成に向かって協力して取り組むとともに、その

成果を客観的に把握することが重要です。 

このため、次の目標値を設定し、食育の取り組みを評価していきます。 

 

 項目 対象 現状値 
目標値 

(H25 年度） 
所管 

出

典

食育に関心のある市民の 

割合の増加 
15歳以上の市民 89.6％ 95％以上 健康企画課 ①

保育所（１～２歳児） 90.5％

保育所（３歳以上児） 92.0％

94％以上 保育課 ②

幼稚園（３～５歳児） 89.2％ 91％以上 学事課 ③

小学５年生 95.0％ 96％以上 

小学６年生 93.0％ 94％以上 

家族と一緒に食事（夕食）

をしている子どもの割合の

増加 

 

中学２年生 83.0％ 84％以上 

保健体育課 ⑦

保育所（１～2 歳児） 1.8％

保育所（３歳以上児） 1.5％

保育課 ②

幼稚園（３～５歳児） 0.8％

0％  

学事課 ③

小学３年生 3.6％

小学５年生 4.6％

2％以下 

中学２年生 9.0％ 5％以下 

保健体育課 ④

15～19 歳男子 4.3％ 2％以下 

15～19 歳女子 6.3％ 5％以下 

20 歳代男性 18.5％ 15％以下 

20 歳代女性 8.3％ 5％以下 

30 歳代男性 17.6％ 15％以下 

「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
の
育
成 

・ 

「
食
」
の
理
解
と
実
践 

・ 

食
育
の
「
輪
」
の
展
開 

朝食を欠食する市民の 

割合の減少 

30 歳代女性 8.0％ 5％以下 

健康企画課 ⑤
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 項目 対象 現状値 
目標値 

(H25 年度） 
所管 

出

典

小学生男子 8.2％

小学生女子 6.6％

中学生男子 10.6％

中学生女子 9.1％

６％以下 保健体育課 ⑥

40 歳代男性 34.2％

50 歳代男性 28.8%

20％以下 

50 歳代女性 16.3％

肥満者の割合の減少 

60 歳代女性 15.5％

15％以下 

やせている人の割合の減少 20 歳代女性 18.6％ 10％以下 

健康企画課 ⑤

千葉市食生活改善推進員の

増加 
－ 213人 300人 健康企画課 ⑧

食育の計画づくりに取り組

んでいる保育所（園）の 

割合の増加 

保育所（園） 91.5％ 100％ 保育課 ⑨

小学校 100％ 100％ 「食に関する指導の全体計

画」を作成している学校の

割合の増加 中学校 1１％ 60%以上 

保健体育課 ⑩

小学校 35％ 36％以上 学校給食における市内産・

県内産農産物の使用割合の 

増加（重量ベース） 中学校 33％ 35％以上 

保健体育課

営農指導課
⑪

販売店での市内産農産物 

コーナーの設置数の増加 
－ 13ヶ所 60ヶ所 

「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
の
育
成 

・ 

「
食
」
の
理
解
と
実
践 

・ 

食
育
の
「
輪
」
の
展
開 

地産地消キャンペーンの 

実施回数の増加 
－ 年４回 年８回 

営農指導課 ⑫

 

（出典）①インターネットモニターアンケート（平成 20 年度） 

②幼児の生活時間・食習慣調査（平成 19 年度） 

③幼児の生活時間・食習慣調査（平成 20 年度） 

④千葉市学力状況調査（平成 19 年度） 

⑤生活習慣・食生活実態調査（平成 16 年度） 

⑥定期健康診断結果（平成 19 年度） 

⑦食生活アンケート報告（千葉市学校栄養士会）（平成 18 年度） 

⑧千葉市食生活改善推進員数（平成 20 年 4 月現在） 

⑨保育所における食育の計画づくりに関する調査（平成 18 年度） 

⑩保健体育課調査（平成 20 年度） 

⑪保健体育課調査（平成 19 年度） 

⑫千葉市地産地消推進指針（平成 18 年度） 


